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再エネ･地域フロンティア人材養成事業

問合せ・申込み先
再エネ・地域フロンティア人材養成事業事務局
国立大学法人 福島大学 地域連携課内
福島市金谷川1番地
TEL 024-548-8358 FAX 024-548-5244
E-mail   f-core@adb.fukushima-u.ac.jp 

主催：アカデミア・コンソーシアムふくしま
共催：福島大学 地域創造支援センター
後援：公益財団法人福島県産業振興センター、一般社団法人福島県再生可能エネルギー推進センター ほか

先進的事例見学会
参加費： 無 料

先着：30名 11月30日締め切り

1日目 2018年12月4日(火)

12時30分 新函館北斗駅集合
18時20分 札幌駅解散

見学先  アプレ植物工場
 天然豊浦温泉 しおさい

 1日単位で参加可能
 1日目と2日目の貸切バス代のみ無料

 スケジュールは裏面参照

2日目 2018年12月5日(水)

8時50分 札幌駅集合
18時00分 札幌駅解散

見学先  サンフラワーパーク北竜温泉
 赤平オーキッド
 赤平消防署

3日目 2018年12月6日(木)

8時50分 西11条駅集合
11時30分 現地解散

見学先  コンチネンタルビル
 ＫＨＫシルマー
 アリガプランニング社屋

フィールドワークの
ご案内

※ご注意
往路：ＪＲ新函館北斗駅までの旅費、３日目の移動経費、帰路：札幌駅からの
旅費及び宿泊費、飲食代、懇親会費は各自の負担となります。

（札幌市内の宿泊予約も各自でお願いいたします）



再エネ･地域フロンティア人材養成事業

6月19日

(火)

6月20日

(水)

6月21日

(木)

1時限目 2時限目 3時限目 4時限目

10：10～11：40 11：50～13：20 14：20～15：50 16：00～17：30

6月19日 地中熱利用の国の施策と動向 地中熱･未利用熱活用システムの概要 地中熱システムの計画提案と設計 地中熱システムの施工管理

(火)
地中熱利用促進協会  笹田政克

6月20日 地中熱システムの実施設計の事前調査 地中熱ポテンシャルマップ

(水)

6月21日 熱応答試験 ヒートポンプと熱源補機 配管･断熱等の施工計画と管理 アースピットと空気環境

(木) 産業技術総合研究所 神宮司元治 ゼネラルヒートポンプ工業㈱ 谷藤浩二 福島大学 赤井仁志 鹿児島大学 松鵜さとみ

6月22日 季節間土壌蓄熱、地中熱カスケード利用 地中熱システムモニタリングと評価システム 地中熱利用ヒートポンプシステムの構成 地中熱利用ヒートポンプシミュレーション

(金) 四国電力㈱ 天野雄一朗 Team MoLLPi 遠藤敏夫

6月23日 地中熱交換井 地中熱交換器施工

(土) Team MoLLPi  谷藤允彦 Team MoLLPi　須藤明徳･中元秀則

6月26日 建築熱環境と健康 暖冷房･空気調和システムの概要 暖冷房･空気調和設備の主要機器 暖冷房･空気調和設備の付属機器･装置

(火) 福島県立医科大学 田中正敏

6月27日 冷房負荷の考え方 暖房負荷の考え方 換気設備の概要 湿り空気線図の読み方

(水)

6月28日

(木)

6月29日 気候･風土と建築環境計画 動的熱負荷計算･空調システム計算(HASP) 再生可能エネルギー電気と蓄熱･貯湯 給湯システム①

(金)

6月30日 給湯システム② 給湯システム設計･演習 浴場･温泉システム 浴場･温泉システム設計･演習

(土)

◆ 先進的事例見学会　　　　　1日単位で参加可能

定員　30名（先着順）

参加修了書　全行程参加者には、アカデミア・コンソーシアムふくしま発行の参加修了書を発行します。

参加費　無料※1

   　　　　　　　　※1　留意事項

　　　　　　　　　　　　　　　函館北斗駅～札幌駅までの貸切バス代のみ、本事業で負担します。

　　　　　　　　　　　　　　　函館北斗駅までと、2日目の札幌駅以降の交通費、宿泊費や懇親会費等は、各自負担ください。

申込締切　　平成30年11月30日（金）正午　※定員に達した場合は締め切ります。

案内

8時50分　　地下鉄東西線・西11丁目の改札口集合

9時00分　　見学施設⑥「コンチネンタルビル」　　　　　　　　地下水熱利用フリーヒーティングによる融雪、ＫＨＫシルマー(高性能気水分離器)の実験

10時00分　出発（路面電車で移動、中央区役所前→４停留所→西線11条）

10時30分　見学施設⑦「アリガプランニング社屋」　　　　　　　地中熱利用ヒートポンプシステム

11時30分　現地解散

日目 日にち 行　　　程　

◆ 座学　　　　2018年度終了、2019～2020年度も開講予定

コース 日にち

A

コ

ー

ス

Team MoLLPi 〔福島県地中熱利用技術開発有限責任事業組合〕 高杉真司

未利用熱活用システムの計画提案と設計

産業技術総合研究所  内田洋平 池田煖房工業㈱  永瀬次郎

北海道大学  葛隆生

融雪設備

Team MoLLPi　田中雅人

B

コ

ー

ス

たかまつ技術士事務所  高松康二

たかまつ技術士事務所  高松康二

熱負荷計算演習 湿り空気線図と機器容量計算演習

たかまつ技術士事務所  高松康二

鹿児島大学  二宮秀與 福島大学  赤井仁志

福島大学  赤井仁志

12時30分　集合 // JR新幹線駅「新函館北斗駅」新幹線改札口集合（各自昼食を済ませて集合）

12時40分　出発（貸切バス）

13時10分　見学施設①「アプレ植物工場」      地中熱、地下水熱、温泉熱HPによる植物工場の冷暖房など

14時10分　出発

15時40分　見学施設② 「天然豊浦温泉 しおさい」　　温泉排湯熱利用HP

16時20分　出発

18時20分　札幌駅北口到着　→　解散（各自、宿泊予約）

19時00分　夕食兼懇親会　　5,000円程度　（希望者のみ・各自負担）

1日目

2日目

8時50分　　札幌駅北口集合

9時00分　　出発

11時30分　見学施設③ 「サンフラワーパーク北竜温泉」　　　　　　温泉排湯熱利用HP

         　　　　見学終了後、施設のレストランで昼食（各自負担）

13時30分　出発

14時30分　見学施設④ 「赤平オーキッド」 　　　　　　　地中熱利用ヒートポンプによる胡蝶蘭栽培

14時45分　見学施設⑤「赤平消防署」　　　　　　       地中熱ヒートポンプによる空調、床暖房

15時45分　出発

18時00分　札幌駅北口到着（貸切バスは、ここまで）　→　解散（各自、宿泊予約）

19時00分　夕食兼懇親会　　5,000円程度　（希望者のみ・各自負担）

3日目

地中熱･未利用熱活用事業人材養成コース
― フィールドワークの内容（先進的事例の見学） ―

ご所属 メールアドレス

お名前（ふりがな） 性別
男 ・ 女

お電話

ご住所

参加される日を〇で囲んで下さい。

３日間参加 ４日と５日 ５日と６日 ４日のみ ５日のみ ６日のみ

ご意見・ご要望

地中熱・未利用熱活用事業人材養成コース
～フィールドワーク（先進的事例の見学）～

ご記入いただきました情報につきましては、適切に管理し本学再エネ事業のみに利用します。

■申込方法 下記の申込書に必要事項をご記入の上、メール添付またはＦＡＸにて
お申込みください。（先着：30名 締め切り：11月30日（金）正午）
※メールの場合は本文中に下記内容をお書きいただいても受け付けます。

ＦＡＸ番号：０２４－５４８－５２４４
メール ： f-core@adb.fukushima-u.ac.jp

１２月
４日

１２月
５日

１２月
６日


